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2.7.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
石川 勝章 グループ問題解決支援システムの活用 
近年，学童保育を利用する家庭が急激に増えている．本研究では，学童保育事業を対象として，
KT(Kepner-Tregoe)法の決定分析を取り入れ た，グループにおける問題解決と意思決定を支援
する情報システムを提案する．岩手県内の学童保育所にて検証を行うことにより，学童保育事
業における新たな 問題解決方法の指針を得ることを目的としている． 
小田島 啓介 商店街における個店を対象とした販売管理支援システムの構築 
商店街の活性化には，個店の魅力作りと共に積極的な情報配信が重要となる．本研究では，CRM
を取り入れた販売管理支援システムの提案を行い，書道用品店へ導入した事例について報告す
る．提案システムは、顧客の販売傾 向に基づいて販売促進活動の支援を行う．これにより，個
店で得られる情報を収集し魅力作りに役立てると共に、商店街ネットワークの構築を支援する
ことを目的とする． 
桑田 昂輝 体験型観光における地域住民参加型口コミ情報収集システムの構築 
体験型観光は地域活性化の期待や都市住民の余暇活動への期待から注目を集めている．体験型
観光は地域資源を活用し，様々な活動を通じて商品やサービス を提供する観光形態であるた
め，観光地で提供される商品やサービスに関する情報が重要になる．しかし，地域資源に関す
る情報を効果的に配信している事例は 少な い．本研究では地域住民参加型の情報システムを
構築し，地域資源に関する情報を収集・配信する仕組みを提案する． 
佐藤 希美 幼稚園情報共有サイトにおける情報検索技術を活用した情報発信・共有の活性化 
岩手県私立幼稚園連合会とその加盟園では，保育者と保護者の情報共有を目的とした子育て支
援システムを利用している．その中の，保育者が保護者に園の様子を伝える「おたより機能」
に情報検索技術を活用し，キーワード抽出を利用した話題把握によるおたより作成支援 機能の
導入を試みる．これにより，幼稚園の主な情報発信機能であるおたより機能の利用促進による，
保育者同士の情報発信・共有の活性化を図る． 
中村 浩紀 NPO 法人における情報配信システムの活用 
現在，NPO 活動の地域社会における役割は，行政による社会的サービスの供給の限界を緩和す
る手段として期待されている．本研究では，NPO 法人の活動情報を電子メールで配信するとと
もに活動への参加情報も収集し，さらに収集した情報をもとに会員分析を行う情報配信システ
ムを提案する．これにより，NPO 法人活動への参加意識向上を目指す．本システムは，岩手県
の「NPO 善隣館」にて運用を行った． 
濱田 憲明 情報共有を目的とした農業経営支援システムの構築 
農業経営において情報収集活動における営農情報は不確実要素が大きく，いかに外部情報を収
集し，不確実性を減らしていくかが重要となる．本研究では，農業経営者の営農計画立案に向
けた意思決定を左右する営農情報を集約・共有することで，営農計画立案の際に行う情報収集
活動を支援 する情報システムを構築する．さらに，営農情報の一元管理により実現可能となる，
農業経営者分類の仕組みを提案し，有効性を検証する． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
鈴木 康祐 コミュニティ向け CMS に基づくウェブ記事収集システムの構築 
本研究では,企業・自治体・地域事業といった実社会の組織を基にしたインターネットコミュニ
ティに対象とし，CMS における情報収集・コミュニケーションの活性化を目的としたニュース
サイトを提案する．さらに，ニュースサイト運営を支援するため，CMS から作成された利用者
の嗜好を示すプロファイルを構築し，それを基に記事収集を行うウェブ記事収集システムを構
築する．これにより，コンテンツの充実化による利用者の拡大，サイト活性化効果による継続
的な運営を実現することを目的とする． 
葛西 翔太 農産物産地直売所における在庫管理支援システムの構築 
本研究では，消費者の購買行動を分析し，分析結果を用いて生産者の販売支援を行う事で産直
の活性化を目指す．そこで，商品毎に在庫把握を可能な在庫管理支援システムを構築し，消費
者の購買行動を分析する．分析では在庫滞留時間を用いた分析方法と，分析結果の活用として
価格決定支援について提案する． 
馬 欣 販売予測モデルを用いた農産物販売管理支援システムの開発 
本研究では，これらの産直における業務システムから得られた実績データを用いて各農産物を
対象とする販売予測を行い，予測結果を活用し情報システムによる農産物販売管理を産直にお
ける販売意思決定プロセスに従って支援する．これにより産直における販売利益の増加，およ
び，販売活動の活性化を図り，販売に関する適切な意思決定のための指針を得ることを目的と
している． 
十文字 豊 食品加工工程における生産計画立案支援システムの構築 
食品加工工程は，原料を解体する分解工程と解体した原材料を用いて製品を製造する組立工程
から構成されるが，その工程間に生産計画対象外の原材料(以下，余剰原材料)を生じる．余剰
原材料は歩留り率を低下しキャッシュフロー悪化の要因となると同時に，原料レベルでの原価
把握を困難にさせ，生産管理上の問題点となっている．この余剰原材料は，製品から原材料所
要量を計算する MRP を分解工程まで拡張することにより，生産計画立案時にその総量が把握可
能となる．さらに，原材料から生産可能な製品を求める逆展開 MRP を用いることにより，余剰
原材料を用いた製品を求めることが出来，調達済みの原料で受けることの出来る注文の幅が広
がり，品切れ率減少や追加受注によるキャッシュフローの向上が期待できる． 
本研究は，以上を考慮した上で食品加工工程における効率的な生産計画立案支援モデルを確立
するため，(1)余剰原材料削減を実現する MRP を基本とした生産計画立案支援モデル提案，(2)
提案モデルの有効性検証，(3)プロトタイプシステム構築，(4)実データを用いたシステムの動
作検証を行った． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
特になし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
特になし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 野中大志郎，堀川三好，岡本東，菅原光政：商店街を対象とした情報技術の活用に関する研究，日本経営工学会
平成 21 年度春季全国大会予稿集，pp.146-147，2009 年 5 月 
2) 工藤拓也，岡本東，堀川三好，菅原光政：グループにおける問題解決支援システムに関する研究，日本経営工学
会 平成 21 年度春季全国大会予稿集，pp.148-149，，2009 年 10 月 
3) 馬欣，植竹俊文，堀川三好，竹野健夫，菅原光政：農産物産地直売所における経営支援のための販売予測モデル
の構築，日本経営工学会 平成 21 年度秋季全国大会予稿集，pp.44-45，2009 年 10 月 
4) 鈴木康祐，岡本東，堀川三好，菅原光政：コミュニティ向け CMS に基づくウェブ記事収集システムの構築，情報
文化学会第 17 回全国大会予稿集，pp31-34，2009 年 11 月 
5) 浅井勇貴，岡本東，堀川三好，菅原光政：幼稚園を対象とした子育て支援システムの構築，情報文化学会第 17
回全国大会予稿集，pp35-38，2009 年 11 月 
6) 鈴木康祐，岡本東，堀川三好，菅原光政：インターネットコミュニティ活性化を目的としたウェブ記事収集シス
テムの提案，情報処理学会，第 110 回情報システムと社会環境研究会発表，2009-IS-110 No6，2009 年 12 月 
7) 浅井勇貴，岡本東，堀川三好，菅原光政：幼稚園を対象とした子育て支援システムの構築と運用，情報処理学会，
第 110 回情報システムと社会環境研究会発表，2009-IS-111 No13，2010 年 3 月 
8) 工藤裕子，岡本 東，堀川三好，菅原光政：地域子育て支援拠点施設における職員を対象とした情報交換の仕組
み，第 72 回情報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.635-636，2010 年 3 月 
9) 菊池幸恵，岡本 東，堀川三好，菅原光政：地域子育て支援拠点の利用者を対象とした口コミ情報システムの構
築，第 72 回情報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.637-638，2010 年 3 月 
10) 浅井勇貴，岡本 東，堀川三好，菅原光政：幼稚園を対象とした子育て支援システムの構築，第 72 回情報処理
学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.639-640，2010 年 3 月 
11) 中村聡美，堀川三好，岡本 東，菅原光政：包括的支援事業を対象とした情報共有・配信支援システムの構築，
第 72 回情報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.649-650，2010 年 3 月 
12) 鈴木裕介，堀川三好，岡本 東，菅原光政：AISCEAS モデルに基づく観光マーケティングモデルの提案，第 72
回情報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.785-786，2010 年 3 月 
13) 桑田昂輝，堀川三好，岡本 東，菅原光政：体験型観光における地域住民参加型口コミ情報収集システムの構築，
第 72 回情報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.787-788，2010 年 3 月 
14) 中村浩紀，植竹俊文，堀川三好，菅原光政：NPO 法人における情報配信システムの活用，第 72 回情報処理学会
全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.799-800，2010 年 3 月 
15) 小田島啓介，堀川三好，菅原光政：商店街における個店を対象とした販売管理支援システムの構築，第 72 回情
報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.803-804，2010 年 3 月 
16) 及川直樹，堀川三好，岡本 東，菅原光政：商店街における競争・協力関係を考慮したレコメンデーションシス
テム，第 72 回情報処理学会全国大会, 第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.805-806，2010 年 3 月 
17) 佐藤希美，岡本 東，堀川三好，菅原光政：幼稚園情報共有サイトに於ける情報検索技術を活用した情報発信・
共有の活性化，第 72 回情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.821-822，2010 年 3 月 
18) 十文字豊，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：食品加工工程における生産計画立案支援システムの構築，第 72 回
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情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.839-840，2010 年 3 月 
19) 下川原健，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における入荷・販売計画統合管理システムの開発，
第 72 回情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.847-848，2010 年 3 月 
20) 葛西翔太，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における在庫滞留時間を用いた販売分析，第 72
回情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.849-850，2010 年 3 月 
21) 小室 良，植竹俊文，竹野健夫，菅原光政：農業経営を対象とした営農計画立案支援システムの構築，第 72 回
情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.899-900，2010 年 3 月 
22) 濱田憲明，植竹俊文，竹野健夫，菅原光政：情報共有を目的とした農業経営支援システムの構築，第 72 回情報
処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.901-902，2010 年 3 月 
23) 下川原健，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における入荷・販売計画共有システムの開発，平
成 21 年度日本経営工学会東北支部卒業論文・修士論文発表会抄録集，2010 年 3 月 
24) 中村聡美，堀川三好，岡本東，菅原三好：包括的支援事業を対象とした情報共有・配信支援システムの構築，平
成 21 年度日本経営工学会東北支部卒業論文・修士論文発表会抄録集，2010 年 3 月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 十文字豊，情報処理学会，平成 21 年度山下記念研究賞，食品加工工程における余剰在庫削減を目的とした生産
計画立案システムの構築，2010 年 3 月 
2) 濱田憲明，情報処理学会，第 72 回全国大会学生奨励賞，情報共有を目的とした農業経営支援システムの構築，
2010 年 3 月 
3) 菊池幸恵，情報処理学会，第 72 回全国大会学生奨励賞，地域子育て支援拠点の利用者を対象とした口コミ情報
システムの構築，2010 年 3 月 
4) 中村聡美，日本経営工学会，平成 20 年度優秀学生賞，2010 年 3 月 
5) 下川原健，情報処理学会東北支部，情報処理学会東北支部学生奨励賞，2010 年 3 月 
2.7.4. その他の活動 
（ゼミ内容） 
社会的な視点から情報システムについて検討する演習では，社会・経営などにおける情報システムの活用につい
て考察する．特に，システム化の対象業務や情報システムの構造をデータに着目して分析・設計する手法である
DOA（データ中心アプローチ）の考えを取り入れ，早期に業務要件を確立し，システム設計や情報システムの実装
を行う． 
ソフトウェアの設計や開発について技術的な取り組みを行う演習では，対象とする情報システムの目的を明確化
し，ビジネスフロー図やエンティティ関連図などに基づきソフトウェア設計を行う．さらに，作成した設計書に
基づきデータベースなどの実装を進めることにより，実務的な能力の育成を目指している．また，開発計画や経
過をドキュメント化しプレゼンテーションすることにより，作業全体の理解や基礎技術の蓄積に努めている．こ
れにより，ソフトウェア設計や開発において，多くの場合に必要となるプロジェクト管理能力も養う． 
